
はじめに
　2019年６月に公布・施行された「視

覚障害者等の読書環境の整備の推進に

関する法律」及び2020年７月に策定さ

れた国の基本計画「視覚障害者等の読

書環境の整備の推進に関する基本的な

計画」をふまえ、岡山県では、2022年

３月に「岡山県視覚障害者等の読書環

境の整備の推進に関する計画」を策定

しました。

　岡山県立図書館では、こうした法の

理念や計画に基づき、障害の有無に関

わらず、すべての人が読書による文字・

活字文化の恩恵を受けられるように、

誰にでも利用しやすい形式で本の内容

にアクセスできるようにすることを目指

して、積極的に障害者サービスを行っ

ています。

岡山県立図書館の障害者サービス

　岡山県立図書館は、2004年の新館開

館時に対面朗読室を設けてから、本格

的な障害者サービスを始めました。そ

れ以降現在まで20年近く経ちますが、

以前より行っていた図書の郵送貸し出

しや大活字図書の収集・提供に加えて、

対面朗読サービス、録音図書をはじめ

とする多様なバリアフリー資料の収集・

提供、読書支援機器の収集・設置・提

供、サピエ図書館を利用したサービス、

録音図書再生機器の貸し出しなど、少

しずつサービスを広げてきました。

　さらに、館内には、バリアフリー資

料の展示コーナー「いきいき読書ひろ

ば」をアプローチしやすい１階の中央

に設けて、「マルチメディアデイジー体

験コーナー」を付設し、障害のある方

への理解が深まるような取り組みも続

けてきました。

■公共図書館での実践事例

もっと身近に障害者サービスを！  マルチメディア
DAISY図書を！　—岡山県立図書館の取り組み

岡山県立図書館
司書　村田 博子

「いきいき読書ひろば」の
「マルチメディアデイジー体験コーナー」
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　近年は、閲覧室の拡大読書器や対面

朗読室の障害者用パソコンを更新する

とともに、携帯用録音図書再生機器を

追加購入するなど、読書支援機器の充

実に努めています。また、障害者手帳

を交付する機関で、岡山県立図書館の

障害者サービスのチラシを配布しても

らうなど、PR活動にも努めています。

さらに、特別支援学校には、PR活動に

加えて、学校図書館への出張相談にも

応じ、支援学校との連携を行っています。

　新しいサービスとしては、2022年４

月より「有料宅配サービス」を開始し、

身体に重度の障害のある方または知的

障害の程度が重い方にしか行っていな

かった郵送貸し出しを、有料ではあり

ますが誰にでもできるようにしました。

また、2023年４月からは、来館のみだっ

た対面朗読サービスを、希望者の方に

オンラインで行うことも開始しました

（試行）。

読書バリアフリー研究会の開催
　2023年６月24日（土）に、伊藤忠記

念財団主催・岡山県立図書館共催の

「読書バリアフリー研究会〜みんなに読

む喜びと楽しさを伝えよう」を、岡山

県立図書館で開催しました。視覚障害、

学習障害（読み書き障害）など、さま

ざまな立場の人たちへの具体的なサ

ポート方法やICTを活用する読書環境づ

くりを学ぶ機会として実施しました。

　当日は、公共図書館や学校、ボラン

ティア、保護者、関連団体の方など、

計59名が参加し、読書が困難な子ども

たちに読む楽しさを届けるためにはど

うしたらよいかを学び、理解を深めま

した。

　講義では、社会福祉法人日本ライト

ハウス情報文化センター館長の竹下亘

氏、有限会社読書工房代表・専修大学

講師の成松一郎氏、島根県安来市立荒

島小学校教諭の井上賞子氏、学びプラ

ネット合同会社代表の平林ルミ氏より

お話しいただきました。

　サピエ図書館、学校図書館のバリア

フリー図書棚、マルチメディアDAISY

図書、国立国会図書館の視覚障害者等

用データ送信サービス・Chatty Books

オンラインサービス等の活用事例、学

校・家庭でのタブレット端末の活用に

ついてなど、いま話題のテーマを多数

取り上げてお話しいただきました。参

加者の方からは「新しい情報を得るこ

読書バリアフリー研究会
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とができ、大変勉強になりました。」と

いうお声をいただき、満足度が高かっ

たようです。障害者サービスでどのよ

うな配慮や工夫が必要なのかを改めて

考えるよい機会になりました。

　会場には、バリアフリー資料や読書

支援機器等の展示もあり、休憩時間に

は多くの方が展示を見ていました。ま

た、岡山県立図書館の閲覧室内でも、

研究会に合わせて読書バリアフリーの

展示を行い、気運を盛り上げました。

「マルチメディアデイジー体験会」
の開催
　岡山県立図書館は、新型コロナウイ

ルス感染症の蔓延以前は、岡山県総合

教育センターという県の機関で、教員

向け研修の合間に「マルチメディアデ

イジー体験会」を行っていました。

　新型コロナウイルスが流行してから

は体験会を休止していましたが、2023

年度に再開するにあたり、会場を岡山

県立図書館に移し、参加対象を教員だ

けではなく図書館職員や一般利用者に

も広げて、誰でも参加できる体験会を

企画しました。

　ただ、一般利用者と図書館職員・教

員では体験会の内容を同じにすること

はむずかしいので、２回に分けて対象

別に体験会を開催しました。

（１）体験会を開催する前に
　伊藤忠記念財団製作のマルチメディ

アDAISY図書（わいわい文庫）のVer.

BLUEは誰でも利用できるものですが、

いままでは来館者の方に館内の体験

コーナーで利用してもらったり、学校

が体験利用するための協力貸し出しを

中心に行っていました。そのため、CD-

ROMはカウンター内に配架していまし

た。しかし、誰でも参加できる「マル

チメディアデイジー体験会」を行うに

あたり、CD-ROMを閲覧室の「いきい

き読書ひろば」に展示し、一般の利用

者の方が気軽に手に取って見ることが

できるようにしました。

　それに伴い、「わいわい文庫」のVer.

BLUEについては、いままで現物をその

まま利用・提供していましたが、CD-

ROMに傷が入っても困らないようにコ

ピーを作成して提供するようにしまし

た。

「マルチメディアデイジー体験会」
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（２）「マルチメディアデイジー体験会」
　　（図書館職員・教員向け）
　12月３日〜９日の「障害者週間」に

あわせ、2023年12月１日（金）に行い

ました。13名の図書館職員・学校関係

者等の方が参加され、一人１台ずつの

端末で体験をされました。マルチメ

ディアDAISY図書の入手方法やパソコ

ンやタブレット端末等での使用につい

て説明しましたが、非常に熱心に聞い

ていただくことができました。

　会場にはバリアフリー資料や読書支

援機器等を展示していたので、熱心に

写真を撮り、自館サービスの参考にさ

れていました。また、参加者同士が展

示を見ながら、自館の障害者サービス

の現状を話したり相談をするなど、情

報交換をする場にもなっていました。

（３）「マルチメディアデイジーおはなし
     会・体験会」（一般向け）

　図書館職員・教員向け体験会の翌日、

12月２日（土）に、通常のおはなし会

読書支援機器等の展示

が始まる前に時間を設けて、「マルチメ

ディアデイジーおはなし会・体験会」

と称して行いました。親子連れの方や、

前日の図書館職員・教員向け体験会に

参加できなかった方など、あわせて７

名の方が参加されました。

　「マルチメディアデイジーおはなし

会」では、「わいわい文庫」のVer.BLUE

を使用して、『おにぎり  おむすび』（５

分）、『ことこと　ことこと』（３分）、

『ももたろう〔短縮版〕』（８分）を流し

ました。３歳のお子さんが参加してい

ましたが、お話の中におにぎりやおで

んといったおいしそうな食べ物が出て

きたので、興味深そうに聞いていまし

た。また、保護者の方も「図書館には

こういう資料があるんだ。」と言われ、

関心をもって見られていました。

　おはなし会の後は、希望者の方に端

末でマルチメディアDAISY図書を体験

していただきました。そして、ここでも

参加者の方と障害者サービスの情報交

換をしました。

マルチメディアDAISY図書の体験
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（４）体験会を終えて—今後の課題
　体験会の最中に、県内の市町村図書

館や学校図書館から、「障害者サービス

を始めたいのですが、何から始めたら

よいかわからないです。」という相談を

受けました。

　障害者サービスには、「読書支援機器

をそろえなければならない」「予算が必

要」といったイメージが大きいようで

すが、まずは、大活字図書やＬＬブッ

クといった一般の方も利用できる図書

を毎年少しずつ収集して提供すること

をおすすめしました。図書がそろわな

いうちは、岡山県立図書館が協力貸し

出しでサポートもしています。

　読書支援機器については、予算があ

れば一度にそろえることが可能ですが、

予算がない中で障害者サービスを始め

るのであれば、まずは、伊藤忠記念財

団のようなマルチメディアDAISY図書

を製作している機関に寄贈を申請し、

マルチメディアDAISY図書を利用者に

提供するところから始めることをおす

すめしました。マルチメディアDAISY

図書の収集・提供を始めれば、館内に

はその視聴に必要なパソコンやタブ

レットなどの機器の必要性が出てきま

す。少しずつサービスの幅を広げなが

ら、予算を獲得して機器をそろえてい

くのもひとつの方法であると思います。

　このような、気軽にお互いの図書館

の状況を話し合えて相談できる場にも

なる、図書館職員・教員向けの体験会

は、今後も続ける必要性があると感じ

ました。

　一方、一般向けの体験会は、地元の

新聞にお知らせを掲載してもらえたも

のの、実際には参加者が少なかったの

で、参加するにはまだまだ敷居が高

かった部分があるのだと感じました。

どうすれば一般の方が参加しやすくな

るのかよく検討して、今後はやり方を

考えていきたいと思います。

　岡山県立図書館は、今後も「県民に

開かれた図書館」をモットーに、県内

の市町村図書館や関係機関との連携を

強化し、全県的に効果的なサービス展

開を目指します。これからも、障害の

有無に関係なく、どうすれば県民のみ

なさまの読書をサポートしていけるの

か、「マルチメディアデイジー体験会」

などのさまざまな機会を通して、考え

ていきたいと思います。
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